
 

１．件 名：日本原燃株式会社第二種廃棄物埋設事業変更許可申請に係る新規制

基準への適合確認に関するヒアリング（９２） 

２．日 時：令和３年５月２４日（月）１０時００分～１２時００分 

３．場 所：原子力規制庁 １０階会議室（TV 会議により実施） 

４．出席者： 

原子力規制庁 

原子力規制部 審査グループ 核燃料施設審査部門 

志間核燃料施設審査部門付、古作企画調査官、金岡上席安全審査官、 

菅生主任安全審査官、松田安全審査官、田尻安全審査官、 

大塚安全審査専門職 

日本原燃株式会社 

開発設計部長、他１２名 

電気事業連合会 

原子力部兼福島支援本部 副部長 

関西電力株式会社 

原子力事業本部 サイクル環境グループ マネジャー 

 

５．要 旨： 

日本原燃株式会社（以下「原燃」という。）の廃棄物埋設事業変更許可申請

について、令和３年４月２２日及び５月１０日に受理した廃棄物埋設事業変更

許可申請の一部補正の内容について確認するとともに、再補正の方針について

以下のやり取りを行った。 

(1) 原燃から、前回５月２０日のヒアリングを踏まえて、新たに記載する事項

と既許可の内容の記載の程度感の違いへの対応状況について提出資料をも

とに説明があった。 

(2) 原子力規制庁から、主に以下のコメントを行った。 

 本文の記載方針としては、同じ内容を繰り返さず、文書の構成として適

切な箇所に必要な事項をまとめ、評価結果ではなく設計方針を記載する

よう整理すること。 

 PSR（定期安全レビュー）に関する記載内容については、第二種廃棄物埋

設施設の定期的な評価等に関する運用ガイドの内容に限定せず実際の

運用方針を的確に示すこと。 

 添付書類については、１～３号廃棄物埋設施設それぞれに対して添付す

るのではなく、廃棄物埋設施設全体に対しての添付書類とした上で、一

体として記載する事項と書き分ける事項を整理すること。 

(3) 原燃から、今回のヒアリングを踏まえて対応する旨の発言があった。 

 

６．提出資料 

資料 1 次回補正に向けた記載方針について 


